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　令和６年２月29日、第１回定例会を開催し、管理者の
行政報告の後、議案６件が原案のとおり可決されました。

☆議案第１号　�渡島西部広域事務組合会計年度任用職員の
給与及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例

　�　地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員へ勤勉手当を支給することとするた
め、条例の一部改正しました。
☆議案第２号　�職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
　�　地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員の育児休業者についても勤勉手当の
支給対象とするため、条例の一部を改正しました。
☆議案第３号　渡島西部広域事務組合消防手数料条例の一部を改正する条例
　�　消防法における貯蔵所の設置に関する審査手数料が改正されるため、条例の一部を改
正しました。
☆議案第４号　消防団員の定員・任免・服務等に関する条例の一部を改正する条例
　�　現行の消防団員の任用要件は、居住地及び年齢等の制限がありましたが、消防団員を
確保するために任用条件を緩和し、消防団の区域内に勤務先を有する者も可能とし、
50歳未満となっている年齢制限を撤廃するため、条例の一部を改正しました。
☆議案第５号　令和５年度一般会計補正予算（第５号）
　�　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,374万円を減額し、歳入歳出予算の総額
をそれぞれ16億1,071万３千円に補正しました。
☆議案第６号　令和６年度一般会計予算について
　�　令和６年度の予算総額を16億6,118万５千円としました。
　�　前年度と比べて、6,714万８千円の減額となりました。
　�　歳出では、人件費と物件費が75.9％、建設事業費が9.0％、その他公債費等が15.1％
となっております。
　�　歳入では、構成町負担金が89.2％、し尿処理手数料等の手数料が6.2％、交付金等が4.6％
となりました。

渡島西部広域事務組合第１回定例会

質問する佐藤孝男議員

質問する伊藤政博議員

質問する廣瀬雅一議員

質問する木村隆議員

あいさつする鳴海管理者

審議された議案内容
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担当部署 内　　　　　　　　　容 予算額（千円）

衛生センター

汚泥再生処理設備機械オーバーホール 23,504
ごみ処理機械設備オーバーホール 28,472
汚泥再生処理センター焼却･資源化設備ＰＬＣ更新工事 5,830
リサイクルプラザ無停電電源装置本体更新工事 3,621
リサイクルプラザ統合化制御装置用部品更新工事 25,890
最終処分場浸出水処理施設計装設備更新工事 14,850

松前消防署

防火服（11着） 4,709
防火水槽補修工事（１基） 1,961
小型動力ポンプ積載車（１台） 6,759
消防庁舎冷房設備設置工事（４台） 9,245
消火栓更新工事（７基） 9,303

福島消防署

防火服（11着） 4,709
消防団員用防火衣（30着） 4,521
消防指揮広報車（１台） 12,600
消防車両用車庫設置工事（１棟） 3,700

知内消防署

防火服（６着） 2,569
電動式油圧救助器具（１式） 9,758
消防庁舎冷房設備設置工事（２台） 1,648
消防広報車（１台） 12,000
消火栓更新工事（１基） 2,684

木古内消防署
防火服（８着） 3,425
消防指令車（１台） 7,846

計 ２２件 199,604

令和６年度の建設事業等計画について
　　100万円以上の建設事業等は22件、事業予算は１億9,960万４千円となりました。
　　前年度と比較すると、件数は２件の増、事業予算は7,625万５千円の増となりました。

無人航空機（災害対応ドローン）を配備しました
　令和６年２月１日、災害時の情報
収集や遭難者の捜索活動などで活用
するために、組合管内各消防署へ高
画質カメラ、ライトを搭載した災害
対応ドローンを１台ずつ配備しまし
た。現在各消防署において日々訓練
を積み重ねています。
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令和６年度予算の概要
■歳入予算の状況
　今年度の歳入は、各消防署の車両購入事業の増により、構成
町負担金は3,533万５千円増額となりました。
　また、衛生センター整備事業数の増により施設整備基金繰入
金3,740万９千円の増額など、前年度より6,714万８千円増額
となりました。

（単位：千円）

予　　算　　科　　目 予 算 額 主　　な　　内　　容

分担金及び負担金 1,481,537 構成町負担金

衛生負担金 421,140

消防負担金 1,060,397

使用料及び手数料 102,544

し尿処理手数料  88,821 収集量16,145㎘

浄化槽汚泥処理手数料 9,310 処理量1,900㎘

ごみ処理手数料 4,293 搬入量810ｔ

消防手数料 120 危険物施設申請等手数料

国庫支出金 消防団設備整備費補助金 1,618 福島消防団事業財源

道支出金 消防施設整備費交付金 1,881 木古内消防署事業財源

財産収入 5,275

利子及び配当金 17 基金積立金利子

物品売払収入 5,258 アルミプレス等売却

繰入金 衛生センター施設整備基金繰入金  50,191 焼却・資源化設備PLC更新工事 外財源

繰越金 繰越金 1 前年度繰越金

諸収入 18,138

組合預金利子  2 預金利子

雑入 18,136 退職手当組合清算還付金

合　　　　　　計 1,661,185

■構成町負担金内訳は、次のとおりです。
構　成　町 衛生負担金 消防負担金 負担金計 前年比増減

松 前 町 　147,800 　334,774 　482,574 24,180

福 島 町 　122,706 　241,138 　363,844 1,815

知 内 町 　 57,673 　254,336 　312,009 6,218

木 古 内 町 　 92,961 　230,149 　323,110 3,122

合　　　計 　421,140 1,060,397 1,481,537 35,335

（単位：千円）



5

（単位：千円）
予　　算　　科　　目 予 算 額 主　　な　　内　　容

事務局 　　186,603
議会費 　　　　832 定例会３回、臨時会３回
事務局費 　　 36,577 職員３人、会計年度任用職員１人
監査委員費 　　　1,126
公債費　元金 　　109,173 Ｈ22～Ｒ２施設整備債等の元金返済
　〃　　利子 　　　2,517 Ｈ22～Ｒ５施設整備債等の利子返済
前年度会計剰余還付金 　　　　　1
退職手当組合清算還付金 　　 18,050
衛生センター施設整備基金積立金 　　 16,327 木古内町負担金、浄化槽汚泥処理手数料等積立
予備費 　　　2,000

衛生センター 　　445,473
し尿処理費 　　285,039 職員３人、会計年度任用職員１人
ごみ再生処理費 　　120,870 職員１人、統合化制御装置本体更新工事
最終処分場処理費 　 　39,564 浸出水処理施設計装設備更新工事

消防本部 消防本部費 　　 46,689 職員４人、消防救急デジタル無線保守委託
松前消防署 　　315,409

松前消防署費 　　267,012 職員33人、防火服
松前消防団費 　　 18,063 団員数113人
松前施設費 　　 30,334 小型動力ポンプ積載車

福島消防署 　　220,881
福島消防署費 　　184,598 職員22人、防火服
福島消防団費 　　 17,620 団員数65人
福島施設費 　　 18,663 消防指揮広報車

知内消防署 　　236,274
知内消防署費 　　208,703 職員23人、電動式油圧救助器具
知内消防団費 　　  9,977 団員数64人
知内施設費 　 　17,594 消防広報車

木古内消防署 　　209,856
木古内消防署費 　　190,155 職員23人、防火服
木古内消防団費 　　 10,161 団員数59人
木古内施設費 　　　9,540 消防指令車

合　　　　　　計 1,661,185

■歳出予算の状況
　今年度の歳出は、衛生関係では衛生センター施設改修工事等の事業費3,390万円増額、
消防関係では各消防署で消防車両更新購入費1,673万円増額により、前年度と比較して
6,714万８千円増額となりました。

区　分 事務局 衛　　生
センター

消　　　　　　　防
合　計

本　部 松　前 福　島 知　内 木古内

６ 年 度 ４ ５ ４ ３３ ２２ ２３ ２３ １１４

５ 年 度 ４ ５ ４ ３３ ２３ ２３ ２３ １１５

■令和６年４月１日現在の職員数について
　職員数は114人で、前年度と比べ１人減となりました。 （単位：人）

※事務局・衛生センターは、会計年度任用職員各１名を含む
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　我々の身近なもので、携帯電話やパソコン等のバッテリーに使われ、
普及してきたリチウムイオン電池ですが、それに伴い排出量も膨大な
ものになっており、ごみ収集時に混入している事例もあります。
　リチウムイオン電池は「強い衝撃が加わると、発熱・破裂・発火等
の危険性がある」とされており、地域で処理方法を周知させる必要性
が高まっています。2023年11月に衛生センターでリチウムイオン電
池が原因となる発火で、機械等の破損・火災事故が発生しました。
　今後、このような事故を起こさないために、ゴミの収集には火災の
原因になる物は絶対に出さないようにして下さい。
※リチウムイオン電池等の処分については各役場の廃棄物担当課までお問い合わせ下さい。

◆リチウムイオン電池内蔵製品等の取り扱いについて◆
衛生センターからのお知らせ衛生センターからのお知らせ衛生センターからのお知らせ

消防本部からのお知らせ消防本部からのお知らせ消防本部からのお知らせ

●消防団員ってどんな人で、何をしているの？
　消防団員は所属地域を守り防災活動を行う特別職
の地方公務員です。
　普段は、常勤の消防職員とは違い自分の仕事に専
念し、自分の出来る範囲で活動に参加してもらい、
様々な知識や技術を身につけて火災等には地域の防
災力として活動します。

●消防団員の処遇ってどうなの？
　消防団員になると、災害対応や訓練、
防災指導などの活動に対する報酬と、一
定年数以上活動すれば退団時に退職報償
金が支払われます。
　また活動中に負傷した場合には補償が
あります。

●
●

0139－47－2119
01392－2－2058

消防団について詳しく知りたい方は、お住まいの各消防署へお気軽にご連絡ください。
●
●

松 前 消 防 署
知 内 消 防 署

福 島 消 防 署
木古内消防署

0139－42－2119
01392－5－5064

　月に約300袋近く生産されている汚泥肥料「エコクリーンおしま」ですが、この肥料は、し尿処
理の工程で発生した汚泥を、脱水・乾燥させ肥
料として、町民の皆様に無償で提供しております。
　５月現在、肥料の在庫に余裕があり、申し込
みから受け渡し日までそう待たずにご予約が可
能ですので、ご希望の方は衛生センターまで申
し込みをお願いします。（☎0139－47－2201）
　なお、し尿搬入量の減少によって、肥料生産
数に影響が出ることや、予約件数によってはす
ぐにお渡しできない場合もありますので、ご理
解のほどよろしくお願いします。

一緒に災害から守ってくれる消防団員を募集!
あなたも消防団員として私達と一緒に活動しませんか？

消防団員の入団資格が変わりました

◆汚泥肥料「エコクリーンおしま」について◆

・工場の設備が焼けてしまった事例

エコクリーンおしま 葉物野菜や花類に相性が良い
（※作物に合わせて加里成分を補充すると効果高)

　令和６年４月１日渡島西部広域事務組合消防団員の定員・任免・服務等に関する条例が改正され、
入団条件が以下のとおり緩和されました。
　年齢「18歳以上50歳未満の者」から「年齢18歳以上の者」
　また、消防団のある町に居住していなくても、勤務地があれば入団も可能となりましたので、
より多くの方の入団をお待ちしております。

※出典元：（公財）日本容器包装リサイクル協会
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・
小
室
　
彰
吾

�

警
防
課
防
災
係
長

　
・
太
田
　
竜
刀

�

警
防
課
救
急
係
主
査

　
・
小
川
　
大
樹

�

警
防
課
警
防
係
主
査

　
・
秋
庭
　
貴
大

�

警
防
課
救
急
係
主
任

　
・
小
杉
　
健
太
郎

�

管
理
課
管
理
係
主
任

　
・
横
田
　
悠
佑

�

警
防
課
警
防
係

　
・
阿
部
　
一
樹

�

警
防
課
防
災
係

　
・
滝
谷
　
理
央

�

警
防
課
警
防
係

　
・
佐
藤
　
海
斗

�

管
理
課
指
導
係

�

令
和
６
年
４
月
１
日
付

事
務
局

　
　
　
　
　
・
要
田
　
吾
朗

�

事
務
局
長

　
　
　
　
　
・
古
一
　
直
樹

�

会
計
管
理
者

衛
生
セ
ン
タ
ー

　
・
近
藤
　
雄
太

�

施
設
係
主
任

消
防
本
部

　
・
大
野
　
泰
輔

�
消
防
課
消
防
指
導
係
長

�

（
福
島
消
防
署
よ
り
異
動
）

　
・
吉
田
　
　
剛

�

消
防
課
管
理
係
主
査
兼
消
防
指
導
係
主
査

松
前
消
防
署

　
・
竹
　
　
利
春

�

江
良
出
張
所
主
幹

　
・
大
谷
　
昇
史

�

警
防
課
防
災
係
長

�

（
北
海
道
防
災
航
空
室
よ
り
）

　
・
松
本
　
晃
一

�

警
防
課
救
急
係
長

　
・
髙
橋
由
宇
人

�

管
理
課
指
導
係
主
査

　
・
高
堰
　
智
大

�

警
防
課
防
災
係
主
査

　
・
薮
田
　
翔
平

�

警
防
課
警
防
係
主
査

　
・
新
井
田
裕
真

�

江
良
出
張
所
係
主
任

職
　
員

職
　
員

�

令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
・
深
山
　
　
肇

�

（
会
計
管
理
者
）

�

令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
福
島
町
へ

　
・
佐
藤
　
和
利

�

（
事
務
局
長
）

�

令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
・
吉
能
　
秀
美

�

（
福
島
消
防
署
長
）

福
島
町
役
職
異
動

派
遣
帰
任

勧
奨
退
職

福
島
町
役
職
異
動

派
遣
帰
任

勧
奨
退
職



8

印  刷  阿部綜合印刷株式会社

65号65号

令和６年５月発行

松前消防署

知内消防署

福島消防署

木古内消防署

福島消防団　普通救命講習（2/17･2/20福島消防団　普通救命講習（2/17･2/20））

CPAを想定した救急活動訓練（4/3）CPAを想定した救急活動訓練（4/3）

ドローン夜間飛行訓練（4/7）ドローン夜間飛行訓練（4/7）

町内業者普通救命講習（2/20）町内業者普通救命講習（2/20）

小型動力ポンプ付積載車納車（3/21 納車）
配置場所：知内消防団第３分団器具置場

各消防署の活動各消防署の活動各消防署の活動各消防署の活動各消防署の活動


